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いる．次に研究 2として，音韻失読 15 例を対象に，仮名単語，仮名同音擬似語，仮名非語，仮名
















有意に高かった．仮名非語の音読成績が漢字非語の音読成績よりも 1.5 SD 以上低い症例が 15 例





















と考察している（目的 ③）．  
以上の結果を踏まえて，本研究では，非同音非語の音読には音韻処理と文字列の視覚的処理の両
方が関係すること，および文字属性が音読成績へ影響を及ぼすことが明らかになり，音韻失読に対
する訓練では音韻列処理のみならず，文字列の視覚的処理や文字（列）から音韻（列）への変換能
力についても，評価し訓練に含める必要性を示していると結論づけている．  
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文は，日本語話者では漢字非語の音読は仮名非語と異なり，意味から音韻を想起する能力や
語彙経路の処理の影響を強く受けることを示した初めての研究である．文字種によって音韻失読の
障害構造に違いがあること，読みの二重経路モデル上で語彙経路を構成する「文字（列）入力辞書」
や「意味システムから音韻出力辞書」が漢字非語の音読成績に影響を及ぼすこと，音韻失読は音韻
能力の弱さよりも，文字（列）から音韻（列）への変換障害が関係してことなど，興味深い結果が
-３ 
明らかにされている．これらの知見は，音韻失読に対するリハビリテーション方法について新たな
視点を提供するものであり，この点で本論文は高く評価できる． 
令和元年 6月 19日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った．その結果，審査委員全員が合格と判定した． 
よって，著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める． 
 
 
